
平成23年12月17日「稲城なしのすけ除幕式」　右から井上
ジェット氏、大河原邦男氏、国際ソロプチミスト稲城様

2月20日「消防庁全国消防団員意見発表会」　東京都代表で
出場。左から高橋市長、涌田氏（出場者）、消防団長・副団長

4月1日「多摩川清掃」　ボランティア参加をいただいたヴェ
ルディ選手

平成24年1月19日「ヴェルディ新体制」　左から小林主将、
羽生社長、高橋市長、秋田コーチ

3月11日「稲城平和コンサート」　出演していただいたボニー
ジャックスの皆さんと

4月7日「桜・梨の花まつり」開会式

2月18日「大河原メカバトルトーナメント」　大河原氏デザイ
ンのアニメメカに扮装したリモコン操作ロボット対戦の競技
（全国から22体が参加しました。）

3月18日「ふるさと郷土芸能まつり」　中央文化センターホー
ルにて開催

市政報告
稲城市長 高橋かつひろ
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稲城市 稲城市稲城市

●第二学童クラブ城山分室育成室の拡張、待機児童の解消（約39㎡、
定員10人程度増）　●（仮称）発達支援センターの開設準備（25年度に
ふれんど平尾に開設）　 ●市立病院院内保育室を設置（医師・看護師
の確保と離職防止）　●病児・病後児保育事業の拡充（10月開始予定、
市立病院の院内保育室に併設）　●高齢化率の高い特定地域（平尾団地
地区）での高齢者見守り支援事業......など

●学校図書館活性化推進員の拡充（小学校3校に追加配置）　●小中学校水道直結工事（平尾小・二中の設計、六小・三中の
工事、28年度までに全校改修予定）　●小中学校屋外運動場の芝生化（向陽台小・四中の設計、平尾小・二中の工事）　●
第一小学校旧校舎建替等工事実施設計委託（工事は25 ～27年度の予定）　●（仮称）南山小学校用地買収（約17,440㎡、
27年４月開校予定）　●（仮称）南山小学校新築工事実施設計委託　●第一中学校大規模改修工事基本設計等委託（工事は
26年度以降の予定）　●第五中学校外壁改修工事設計委託（工事は25年度の予定）　●第五中学校特別支援学級整備工事
　●第二文化センター大規模改修工事実施設計委託（工事は25年度の予定）......など

●避難所備蓄資機材等の充実（小・中学校、保育園の発電機、帰宅困難者用の非常食など）　●災害時生活用水井戸の設置（平
尾小）　●家具転倒防止器具助成事業（21 ～23年度市長会助成事業終了後も市の単独事業として継続）　●長峰西地区自
治会館の新築工事補助金　●消防団員装備品等の拡充（新型防火衣、水防対策資機材など）　●消防団本部指揮車の導入　
●救助工作車、高規格救急車の更新　●地下貯蔵タンク・自家用給油取扱所の改修工事（消防署前の給油所 ── ガソリン
6,000リットル、軽油3,000リットル・災害時の備蓄としても活用）......など

震度分布図
多摩直下地震（M7.3）

木造全壊建物棟数の分布図
東京湾北部地震（M7.3）

焼失棟数分布図
東京湾北部地震（冬18時、風速8m/s）

平成24年度予算の主な内容

人と文化を育む ふれあいのあるまちづくり
公共施設予約システム▶�インターネット・携帯電話から市のスポーツ・文化施設などが予約できるよう、

システムの構築をします。平成25年1月に仮稼働、4月から本格稼働の予定です。

だれもが心豊かに暮らせる 平和で安全なまちづくり
地域防災計画の修正▶�平成 24年4月18日に公表された東京都の新たな被害想定に基づき、24年度中に稲

城市地域防災計画を改定します。

だれもが健康で安心して ともに暮らせるまちづくり
健康プラザ・市立病院健診外来棟▶�5月27日に内覧会を開催し、28日に開業しました。指定管理者の運

営により、今後さまざまな事業展開を予定します。詳しくは、5月15
日号の『広報いなぎ』もご覧ください。



●地域認証ブランド創出事業（「稲城のお土産」推奨事業）　●ヴェルディ支援推進事業（応援用フラッグ、横断幕、ポスターなど）
●個人住宅改修時（市内業者施工）補助の拡大及び耐震補強工事補助拡充の継続　●小口事業資金等融資あっせん緊急経済
対策（信用保証料補助金の拡充）の継続　●生活資金融資あっせん緊急経済対策（利子補給補助金の拡充）の継続......など

●三沢川側道歩道照明設置工事　●市道第1381号線・歩道設置工事（平尾谷戸通り、旧郵便集配所前）　●補助市道第２
号線・舗装補修工事（天神通り、よみうりカントリークラブ前～平尾中央通り）　●市道第1632号線・舗装補修工事（向陽台
公園通り、向陽台保育園～尾根幹線）　●市道第２号線・舗装補修工事（四中通り、島守神社～押立堀公園）　●補助市道第
１号線・拡幅整備事業（上谷戸緑地体験学習館～鶴川街道）　●市道第398号線及び押立堀整備工事　●多7･4･5号線・新
設整備事業（市道第1993号線、第三中学校東側～京王相模原線）　●稲城中央公園・トイレ建替等工事（中央公園野球場に
隣接するトイレの建替え・一部改修、第68回国民体育大会の会場整備の一環）......など

●庁舎電気設備の改修（外部電源喪失時も最低限の市役所機能を継続）　 ●東日本大震災復興に向けた支援（予備費の増
額）　●市有建築物維持・保全計画の策定（計画的管理による長寿命化と施設の保全・運用コスト削減）　●複合施設ふれん
ど平尾改修工事　●広報紙の全戸配布（新聞購読者の減少に伴い、折込みを見直し）　●保育料及び介護保険料のコンビニ
エンスストア収納（24年度開始準備、25年度開始予定）　●コンビニエンスストア収納代行にモバイルレジ機能の追加（5月
～スタート）　●地方税ポータルシステムによる個人市民税等の電子申告の実施（12月開始予定）　●霊園・メモリアルホー
ル整備事業（5月1日に稲城・府中墓苑組合を設立）......など

平成24年度予算の主な内容
環境にやさしく 活力あふれるまちづくり
農産物直売所マップ作成▶�市内農産物の直売所の情報を調査し、一覧地図を作成・配布します。７月～12月

に２人を雇用（緊急雇用対策事業）
（仮称）メカデザイナーズサミットの開催▶�大河原邦男氏に影響を受けたメカデザイナーを集め対談形式の

講演会を実施します。

平成24年第１回市議会定例会において、高橋市長にとって初の当初予算案が可決・成立しました。
第四次長期総合計画「基本計画」の「施策の大綱」の６項目に沿って、概要をご報告します。

水と緑につつまれた やすらぎのあるまちづくり
公園駐車場の有料化（大丸公園
駐車場・城山公園中央図書館駐
車場）
▶受益者負担の適正化、自家用車
利用の抑制などを目的として平成
24年６月から有料化します。平成
25年度以降、他の公園について
も有料化の方針です。

三沢川親水公園トイレ建設
▶市内観光(散策路 )の拠点とな
る三沢川親水公園 (アメリア稲
城ショッピングセンター北側 )に
トイレを設置します。

市民とともに歩むまちづくり
新公会計システムの導入▶�固定資産台帳を整備するほか複式簿記の考え方を導入し、総務省基準モデルによ

る財務書類を整備します。
｢稲城なしのすけ｣ ▶原動機付自転車のナンバープレートに稲城なしのすけのデザインを採用します。
ナンバープレート　 9月以降、新デザインのプレートに切り替え予定です。
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東日本大震災被災地支援、防災関係
被災地支援
　引き続き、被災地の支援を継続していきます。４月１日から１年間、
土木技術職員１名を福島県相馬市に派遣しました。

放射線測定
　稲城市では昨年度と同様に、空間放射線量の測定、学校給食・保
育園給食・市立病院給食の食材測定を継続します。多摩川衛生組合
においても、ゴミ焼却灰、スラグ、排ガスなどの測定を継続しています。
　水道水、農産物などについては、それぞれの実施機関が測定した
情報を、市のホームページで随時紹介していきます。

緊急速報メール・エリアメールの導入
　稲城市では、本年度から携帯電話３社（ＮＴＴドコモ・ＫＤＤＩ・ソ
フトバンクモバイル）との契約を結びました。７月１日から運用開始
します。
　これまでの緊急速報メール・エリアメールは、気象庁の情報のみ配
信されていましたが、今回の契約により、災害発生時に稲城市から提
供する災害・避難情報を、市域内にいる各社携帯端末に一斉配信す
ることが可能になりました。

災害廃棄物の広域支援
　宮城県女川町から受け入れる災害廃棄物の焼却灰について、5月
31日に「東京たま広域資源循環組合」と最終処分場の所在する「日の
出町」との間に、受け入れに関する特別協定が締結されました。
　これにより、多摩地区でも広域支援の体制が整いました。6月以降、
受け入れ対象の清掃工場（西多摩衛生組合環境センター・日野市ク
リーンセンター・八王子市戸吹清掃工場・町田リサイクル文化セン
ター・柳泉園クリーンポート・多摩ニュータウン環境組合）で順次受
け入れを開始します。
　稲城市の加入する多摩川衛生組合では、10月以降に受け入れを開
始する予定です。


